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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は1) EC英語である日本人英語にもerrorと区別されるinnovationが存在するこ
とを確認し、2)日本人英語の特徴を示すこと,3）innovationの受容が日本人のコミュニケーション能力の向上に有効性
を持つことを確認することであった。学習者コーパスICNALE を用いたアジアと日本の学習者英語における高頻度語連
鎖の相違に関する調査により、日本人の英語使用に日本文化の独自性が反映している可能性が判明した。また、日本人
英語使用者の上位群と中位・下位群で日本人英語のinnovationの受容の意義についての意識に相違が見られることが判
明した。

研究成果の概要（英文）：The aims of the present study are 1) to identify 'innovative uses of English' in J
apanese English (as an Expanding-Circle variety),2) to analyze them from linguistic and cultural points of
 view, and 3) to see if positive attitudes  toward 'innovations' in Japanese English help Japanese learner
s to improve their English communication skills.We statistically analyzed word clusters used in essays by 
Asian learners and found that Japanese learners of English have tendencies to overuse some 'modality-relat
ed expressions' such as 'I think that' or 'may be.' We have also noticed attitudinal difference toward inn
ovations in Japanese English between higher level Japanese users of English and middle or lower level lear
ners of English.
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１．研究開始当初の背景 
 国際英語論は母語話者英語中心主義を排
し、国際伝達における英語変種間の平等性
を指摘した点に意義がある。しかし、その
主たる関心は Outer Circle（OC）英語の
identities の尊重に向けられ、Expanding 
Circle（EC）英語の独自性の受容について
は消極的である。OC 英語における母語話
者英語との相違は innovation とみなされ
独自性が認知されているが、EC 英語には
errorはあっても innovationはないとされ
ることが多い。 
英語の国際的普及は必然的に英語の変容
をもたらす（Honna,2008,7）（吉川，2010）
ものであり、OC 諸国における英語の慣用
化された創造的使用を Kachru（1997,228）
は肯定的に innovation（独自的用法）と呼
び、deviation と区別した。Van Rooy は
OC英語における error（deviationに相当）
と innovationの区別は、読解実験での視線
の停止時間の測定を通して心理学的に裏付
けうるという発表を IAWE2010 大会にお
いて行っている。しかし、これまでの国際
英語論研究では日本人英語のような EC英
語には innovation は生じないとする考え
が中心的であった。それに対し、
Hino(2008a.b)などは EC 英語の独自性の
尊重を強く訴えている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は 1) EC 英語である日本人
英語にも errorと区別される innovationが
存在することを示すこと 2)英語使用にお
ける innovation の兆候を分析し未来の日
本人英語の文法特徴を予測すること 3)日
徴に関する予測を立て、innovationの積極
的な受容が「日本人英語」への自信を高め
て日本人の国際コミュニケーション能力の
向上に有効性を持つことの確認をめざすも
のである。小宮（2007，2010）では学習不
全による errorとは区別される innovation
が日本人英語にも存在することを冠詞使用
の分析などを通して示す試みを行ったが、
本研究では研究領域を冠詞以外にも広げ、
日本人英語の高頻度語連鎖やモダリティ表
現における innovation の生起を日本語や
日本文化の特性と対照しつつ同定するとと
もに、日本人英語の innovationの積極的な
受容が「日本人英語」への自信を高めて英
語学習者の国際コミュニケーション能力の
向上に有効性を持ちうるとする仮説の確認
を目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究では、平成 23年から 25年までの 3
年間に次の(1)～(3)の研究を並行的に実施
した。 
(1)国際英語論や日本人の英語に関する先
行研究の分析 
国際英語論における Expanding Circle の 

英語の位置づけに関する先行研究
(B.Kachru 1982, 1997, L.Smith 1976, 
1983, J. Jenkins 2006, 2007, Honna 
2008, Hino 2008a, 2008b, 吉川 2010
他）や第二言語習得での文化転移や中間言
語に関する先行研究（R. Schmidt 1983, 
Selinker 1972他）、また日本人の英語に関
する先行研究（投野 2007,和泉 2005,井出
2006,安武 2009他）などの分析を行った。 

 
(2)日本人の英語使用における innovation
の具体例の同定 
日本人英語における errorと innovation
の区別を定義し、日本語の文化転移による
innovation やその前兆的用法の同定をめ
ざし、個々の innovationの生起に関連する
と思われる言語的・文化的要因を分析した。
また、アジア 10 カ国の英語学習者のエッ
セイを収録した学習者コーパス ICNALE を
用いてアジアと日本の学習者英語における
高頻度語連鎖の相違を調査し、国や地域に
よる使用傾向の違い、習熟度による使用傾
向の違い、思考動詞を含む語連鎖の使用傾
向の違いを比較し、日本人英語の特徴の抽
出を試みた。 
 
(3)日本人英語の独自性の認識が日本人の
国際発信力に与える教育効果に関する調査   
予備調査として、シンガポールで英語を
学ぶベトナム・中国・ミャンマー・タイ・
フィリピン・インドネシア計 59 名の成人英
語学習者を対象に非母語話者英語に対する
意識調査を実施した。また、日本人英語学
習者・使用者（上位群・中位群・下位群）
を対象に、「日本人の英語」を肯定的に受容
する姿勢が自身の国際コミュニケーション
力に与える効果に関する意識調査を行った。 
 
４．研究成果 
本研究では、(1)日本人英語の innovation
の同定に於いて研究成果を挙げることがで
きた。また(2)日本人英語の innovation の認
識が国際発信力の向上に役立ちうるという
仮説の確認に関しては、英語習熟段階と学習
段階で日本人英語使用者の意識に相違があ
ることが見られた。 
 
（1）日本人英語の innovation の同定 
 ①日本語と英語の相違 
日英語の言語距離を生み出す言語文化的
要因として、英語の主語優位性に対し、日本
語が主題優位言語であること、英語が SVO 構
文を中心とする「原因‐結果関係」を軸に世
界を説明しようとする言語であるのに対し、
日本語は「ウチ‐ソト関係」「世間‐世界関
係」を軸に話者と聞き手の共通感覚に訴えな
がら「話者の共感を合図する」言語であるこ
と、英語が命題重視の言語で「事柄の伝達」
を重視するのに対し、日本語がモダリティ重
視で「共感の伝達」を重視する言語であるこ



と等を確認しえた。また、日本語の「曖昧さ」
を解く鍵として「場」の概念がもつ重要性を
確認することができた。 
 
②日本人英語における innovation の生起 
小宮（2007、2014）では、日本人英語の 4段
階を下記の表を用いて分類し、１．２．を学習
段階、３．４．を習熟段階とみなし、習熟段階
に見られる日本人英語の特性は innovation と
して訂正は不要であることを示した。 

 
また、日本人英語の innovation とみなしうる
言語使用特徴として、発音におけるｌとｒや、
ｂと vの混同、文法・語法におけるモダリテ
ィ表現の多用、文・談話構造における主題化
の多用、談話における論理の曖昧さ、yes/no
のゆらぎ、などが挙げられることを示した。
(小宮 2014) 
 同時に本研究では、アジア 10 カ国の英語
学習者のエッセイを収録した学習者コーパ
スICNALE を用いてアジアと日本の学習者英
語における高頻度語連鎖の相違に関する調
査を行い（石川 2013）、日本人英語学習者は語
連鎖の使用において他のアジアのＥＦＬ学習
者やＥＳＬ学習者とは異なる、独自の使用傾向
を持つ可能性が判明した。日本人学習者が多用
傾向を持つ語連鎖としては、I think that / I 
agree with などがあり、may be などと共にモ
ダリティ表現の多様が習熟度段階においても
より顕著に見られることが判明した。思考動詞
を含む語連鎖使用では、習熟度による使用特徴
よりも、国・地域別の使用特徴がみられ、日本
人の英語使用に日本文化の独自性が反映して
いる可能性がコーパス分析からも裏付けられ
た。 
 
(2)日本人英語の innovation への認識が英語
学習に与える効果について 
①非母語話者英語に対するアジア人英語学

習者の意識に関する調査結果 
シンガポールで英語を学ぶアジア諸国の
ＥＦＬ学習者が英語変種の等価性や非母語
話者英語・非母語話者教師について、どの
ような認識をもっているかに関する意識調
査を実施した結果、「EFL 学習者にとって
米語やイギリス英語が最も優れた学習モデ
ルである」とする意見が 96.6％、「アジア
人の英語教師より、英語母語話者教師の方
が好ましい」とする意見が 86.4％であり、
英米変種モデル優越観の根強さが窺われた。
少数意見だが英語母語話者教師より非母語
話者のアジア人英語教師の方が望ましいと
いう回答も存在し、「文化が共通している」
「アジア人の考え方や感性を理解してもら
える」「英米人教師より文法指導力に優れて
いる」などがその理由として挙げられた。
アジア圏での英語研修に親近感を覚えるア
ジア人研修生が多い一方で、シンガポール
の英語変種については否定的意見も散見さ
れた。79.7％の回答者が「英米変種以外の
英語変種に触れることは学習者にとって望
ましい」としており、英語と英米文化を切
り離して考えるべきだとする姿勢が見られ
る一方で、英語を学ぶには英米変種モデル
や英米人教師が望ましいといういわゆる
「標準英語志向」も根強く、アジア人の非
母語話者英語への認識には「両義的」姿勢
が見られた。（吉川・塩澤・倉橋・小宮・下
内 2012）また、このような両義的態度が日
本人学習者にも共通して見られることが後
続の調査において判明した。 
 
②日本人英語の独自性の認識が国際発信力
に与える教育効果について 
非母語話者英語に接した場合に日本人
学習者が非母語話者英語や日本人英語に
対してどのような意識を持つか、国際英語
論の指導の有効性についての調査を行っ
た。習熟段階にあると思われる英語教員
（上位群）と学習段階にある中位群・下位
群の大学生において、非母語話者英語に対
する認識に相違があり、上位群の英語使用
者が日本人英語の innovation を肯定的に
受け止める傾向をもつのに対し、中位・下
位群にはやや否定的傾向が見られた。一方
で、下位群は英語母語話者教師より日本人
英語教師を望む傾向が見られ、学習者の心
理的要因が関係している可能性が感じら
れた（2014年 3月 ESBB国際学会にて小
宮が発表）。国際英語論的視点からの日本
人英語への肯定的意識と英語力の相関性
については、今後も研究を継続する予定で
ある。 
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